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学会員のみなさんへの呼びかけ学会員のみなさんへの呼びかけ

日本地域福祉学会 会長 　牧　里　毎　治

　本年３月 11 日 14 時 46 分、三陸海岸沖を発生源とする地震が想像以上の未曾有の被害を広く東日

本一帯にもたらしました。地震のみならず、ほんの短時間での大津波が根こそぎ町を破壊し、瞬く間

に大規模火災を引き起こし、多くの人命と財産を灰燼に帰してしまいました。海岸線の崩壊と主要幹

線の破壊は人命の救出と行方不明者の発見を困難に陥れるのみならず、ライフラインの破壊が緊急支

援も難しくしました。さらに震災津波による原子力発電所の破壊が放射能漏れによる被害をもたらし

混乱に追い打ちをかけています。阪神大震災を想像以上に上回る被害と混乱をもたらした東日本大震

災は、およそ２ヶ月になろうというのにいまだに被害の規模と深刻さを測ることを不能にし、多くの

所在不明者と緊急避難者の実数把握を困難にしています。

　このような状況下にあって、本学会としても大災害の難局に立ち向かうべく学会を代表して会長と

して声明を出すものです。既に学会員のなかには被災者でありながら救援に立ち上がっている方もお

られ、また救援・支援のための現地調査に先発隊として被災地に入っておられる方もいます。本学会

としても被災地に支援本部を設置するとともに被災地周辺に応援本部を緊急設置させていただきまし

た。救援・復旧は一刻を争う事態でありますので、会員の消息・安否の確認と被害状況の把握につい

てはできるところから着手してきました。また多くの会員、地方委員、地方理事の方々による支援活

動が続けられています。しかしながら、多くの機関・団体が救援・支援活動を展開するなか、連携・

協働しなければ無用の混乱と不安感を煽るだけになる懼れもあります。ともかく、本学会として会員

のみなさんの個人的な活動に終わらせないで、組織的、系統的に動けるよう災害支援本部を立ち上げ、

迅速に対応する必要から有志の会員で対応してきました。

　今回の広域にわたる震災の被害の影響は、一部の日本にとどまるものではなく、日本社会全体に広

く、深く傷を残すものになるだろうと認識しております。その意味では、震災からの復興は気の遠く

なるほど長く時間のかかる、想像を絶した厳しいものになるだろうと推測されます。まさに根底から

破砕された地域社会を再生する復興の取組に本学会は腰を据えて付き添っていかなければなりませ

ん。また、震災復興・地域再生は、地域福祉を標榜する本学会の使命でもあると確信しています。被

災地の生活再建、地域復興、さらに地域再生は、今後の数十年にわたる日本社会の経済・政治・文化
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